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尿路感染症に対す るAM-715の 使用経験

丸 彰 夫

北海道大学医学部泌尿器科教室
(主任:辻 一郎教授)

尿路感染症18例 に対 し,AM-715を1日 量300～600mgを3回 に分割 し,3～5日 間投与 した。そ

の結果以下の成績であった。

1.急 性単純性膀胱炎3例 および急性単純性腎孟腎炎1例 に対す るAM-715の 臨床成績 は著効1例,

有効3例 で100%の 有 効率で あった。

2.複 雑性膀胱炎9例 および複雑性 腎孟腎炎5例 の14例 についてUTI薬 効評価基準 に従 って 評価

した結果,著 効4例,有 効9例,無 効1例 で92.8%の 有効率であ った。

3.細 菌学的効果では起炎菌 として分離 された18株 に対 して11株 消失,4株 減少,1株 不変,2株

で菌交代が認 められ72%の 消失率 を認めた。

4.副 作用 は全例に認 められなかった。

緒 言

Quinolinecarboxylic acid誘 導 体 の一 種 で あ る 新 合成

抗菌剤AM-715は 杏林 製 薬 研究 陣 に よっ て 発 見 され,

構造上6位 に フ ッ素,7位 に ピペ ラ ジ ン環 を有 す るの が

特徴であ る(Fig.1)。

Fig. 1 Chemical structure of AM- 715

本剤 は従来 の同系薬剤であるnalidixic acid(NA),

piromidic acid(PA)お よ びpipemidic acid(PPA)に 比

し,幅広い抗菌スペ ク トラム を有 し,グ ラム陰性桿菌に

対しては勿論であるが,グ ラム陽性球菌 に対 しても強い

抗菌活性 を示すことを特徴 としてい る。またP.aerugi-

nosaに 対する抗菌力がきわめて優れているこ と
,他剤 と

交叉耐性を示 さずNA耐 性菌,GM耐 性Pseudomonas

に対して も抗菌活性 を示す こ とが知 られている1)
。

今回,杏 林製薬から本剤 の提供 をうけ,尿 路感染症 に

使用し,若 干の成績 を得 たので報告す る。

I.　対象および方法

対象 は北大医学部泌尿器科 を受診 し,尿 路感染症 と診

断 され た外来3名 と入院15名 の計18名 である0性 別 には

男性10名,女 性8名,年 齢は16歳 ～76歳 までである。

疾患別 には急性症 としては,急 性単純性膀胱炎3例,

急性単純性 腎孟 腎炎1例,慢 性症 としては慢性複雑性膀

胱炎9例 および慢性複雑性 腎孟腎炎5例 であった。

薬剤の投与 は急性症3例 が1日 量300mg,他 の1例 が

600mgで,慢 性症は13例 が1日 量600mg,1例 が300

mgで あ り,い ずれ も3回 に分割 して服用 させた。

投与期 間は急性症では2例 が3日 間,2例 が5日 間 と

な り,慢 性症は全例 が5日 間投与であった。

臨床効果の判定は,急 性症は症例 の半数がUTI薬 効

評価基準(第2版)の 患者条件 を満 さない た め 主治 医判

定 とした。複雑性尿路感染症14例 に ついて はUTI薬 効

評価基準 に準 じて行 った。

II.　成 績

1.　臨床成績

1)急 性単純性膀胱炎の3例 は主治医効果 が著効1例
,

有効2例 でまた,急 性単純性 腎孟腎炎の1例 も有効であ

り,急 性症 では100%で あった(Table 1)。

2)複 雑性 尿路感染症の14例 では全例 に神経因性 膀胱
,

前立腺癌 な どの基礎 疾患 が認 められ,か つ膿尿,細 菌尿

な どUTIの 薬効評価基準の患者条件に 適合する もので

あった。全症例の詳細 はTable 2に 一括 した。

総合臨床効果 はTable 3に 示 した如 く著効4例(29%),



408 CHEMOTHERAPY DEC. 1981

有効9例(64%)で93%の 有効串 であった。膿尿に対す

る効果 は 正常化6例(43%),改 善5例(36%)で 合せて

79%の 成績 であった。細菌尿に対 する効果は陰性化8例

(57%),減 少3例(21%),菌 交代2例(14%)で あった
。

これ を群別 にみ ると,Table 4に 示 したごとく第1群4

例で100%,第2群3例 で100%,第3群3例 で67%

お よび第4群4例 で100%の 成績であった。5群 ,6群

の混合感染症はなかった。

細菌学的効果はTable 5に 示 した。 複雑性 のUTI適

合症例 ではP.aeruginosa 5株,E.coli 4株,K.pneumo-

niae 3株,S.epidermidisとS.marcescensの 各1株 が起

炎菌 とな ったが,そ れ らに対す る成績はE.coliが75%,

P.aeruginosaが40%の 除菌効果で,そ の他の菌に対し

ては100%で あった。投与後出現菌 としてはCandidaを

2株 み とめたのみであ った。

急性症 の4例 も合 せて分離 された18株 に対する成績は

11株 消失(61%),4株 減少(22%),1株 不変(5.5%)お よ

び2株 菌交代(11.1%)で あった。

3)副 作用 は全例 に薬疹などの副作用 を認めず,ま た

投与前後に調 べ られた14例 の臨床検査成績か ら末梢血液

像,肝 ・腎機能 にも何 ら異常 は認めなかった(Table 6)。

III.　考 案

AM-715の 抗菌力 について三橋 らは,従来のquinoline-

carboxylic acidの 誘導体 に比 し,強 力で,し かもグラム

陽性菌 に対 して もスペク トラムを拡大していることが特

徴 であると報告 してい る4)。また本剤 を経口投与すると

血 中濃度は同系薬剤 に比 しやや劣るが,尿 中回収率は24

時間 で37～45%,8時 間尿 でも25～30%で,肝 ・腎への

分布が良好であ り,し か も代謝 を受けに くく,大 部分が

未変化体 のまま排泄 されることも知 られている1)。

抗菌活性 の良 さと尿中濃度か らみて,尿 路感染症に対

する効果 は充分期待で きる と思われ る。

われわれの18症 例に もS.faecalis,S.epidermidisな ど,

3株 のグラム陽性菌 を検 出した症例があったが,い ずれ

も3～5日 間の投与で菌消失を認 め,臨 床的にも有効な

ものであった。またAM。715のP.aeruginosaに 対する

MICが0.39～0.78μg/mlで あるこ とから複雑性尿路感

染症 に対す る効果 が大いに期待 できる訳であるが,今 回

の自験例 で も細菌学的 には5株 中2株(40%)消 失を認

め,臨 床的には5例 共有効であったこ とは注 目されてよ

い もの と考える。

今回の複雑性尿路感染症 に対 す るUTI薬 効評価基準

に もとず く93%の 有効率は,わ れわれのpivmecillinam

とnalidixic acidと の 比較試験 の成績 に おける投与1週

後の有効率,す なわ ち58.5%と28.9%に 比べると著る
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Table 3 Overall clinical efficacy of AM- 715 in complicated UTI

Table 4 Overall clinical efficacy of AM- 715 in each group of complicated UTI

Table 5 Bacteriological response to AM- 715 in complicated UTI
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しい効果である ことが認 められる。

次にUTI群 別 に みて 少数例であるが,第1群 の カテ

ーテル留置例で4例 中4例 有効(100%)の 成績はす ぐれ

てい る とい える。 また腎孟腎炎3例 中2例 に著効 をみて

いるこ とも本剤の効果 が尿路感染症 に有効で あろうこ と

を示唆す るものである と考 える。本剤投与中 またはその

後に も副作用は 自他覚的 に認 められず,ま た一部の症例

であるが,投 与前 後に行われた臨床検査成績の上 か らも

何 ら異常は認 められなかった ことは本剤は安全性 の上 か

らも評価 され る薬剤 であると思われ た。
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CLINICAL STUDY ON AM- 715

AKIO MARU

Department of Urology, Hokkaido University, School of Medicine

(Director: Prof. I. TSUJI)

AM- 715 was orally given to 18 patients with urinary tract infections at daily dosage of 300•`600 mg divided

3 times a day for a duration of 3•`5 days.

1. Clinical efficacy of AM- 715 in acute cystitis and pyelonephritis was excellent in 1 case and moderate in 3

cases, and the effectiveness rate was 100%.

2. Clinical efficacy of AM- 715 in complicated urinary tract infections was excellent in 4 cases, moderate in

9 cases and poor in 1 case, the effectiveness rate was 92.8%.

3. Bacteriological response for 18 strains isolated was observed eliminated in 11 strains, decreased in 4 strains,

unchanged in 1 strain and replaced in 2 strains.

4. No side effect was observed.


